






洲大飯店 J (曙町 
2 丁目）の料理長•袅 
宏条さんは，16年®に 
同店が两店 iW 時にそ 
の K をふるい、この立 
III に確囲たる中面料理 
を袖え付けた一人と云 
えよう。台湾の生まれ、18歲から料1«の道にはいる。 
r ■亜洲大魬店 j の味は主に広東、上海臌だが、生地 
の6渖科坪はもちろん、他地方の料坪をこなす力 tt 
をそなえている，包容力のある入柄ゆえかお客の声、 
料理人仲間の声を受け人れるのに敏。今 IbJ の「金瓜 
双味」は典肉 t 泠ボチヤに加えて.クワイ、タケノ 
コ.シイタケなどの味が絶妙のハーモニーを酿し出 
す。一見、 T •释な家庭料理のようだが、広範厢に料 
柙をこなして米た呉さんならではの逸品。他の飯店 
では滅多に味わえない，とは呉さん白身のひ tg 。 

中固料理の奥深さを知らしてくれる a 
撮彩： 弁 上鷂治 《 
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みなさんからのこ寄聃品をお诗ち L てお々ま 
中山衣料、 A •本はご速*〈ださい， 


ぼ^ 入 」 的”チ;細山綱6 28 15 

至誠ホーム iEL 27-mm (㈣: 酬 ) 






















沐 arc 、 4 
夜学に ii 


讀士目指して、夜学に通 
う、早;!^年は 25j * c 学 
生時代から详句を作り絞 
けて、_含己にも银 Ut さ 
れた腕前.、去年、百嫌を 
檄に怫画展を颶催し、全 
邮棚に ぐ 


いつでも楽しく 
観音様んとこ 
行く気持ちよ。 


女学校時代^何ともかわいらしかつ 
た:んなの少女、河野さ 
ん〇 H4 時流行の矢搞りの iM ! i に持姿 D 
嫌？)上には大きなリボン，少女の元 
気さそのままの今,，写 II 手前- 





他人に優しくすると 
自分も楽しいのよ C 



立; II で一番の餅の、 
村井さん。 sot&cnm' 
ら、目分の败日に^ 
同室の人たちヘプレゼ 
ントをし絞けている： 
白寿の妹と、来年、百 
故のお«いをすること 
獲写 


筋 
しの 
て通 

云ら 

7 全む 
t こ、 

ね 
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li 


:のお 
かみさんとして 
新保から嫁に来 
たマツさん。 
投りになる気丈 
な妨脚として、 
慕われてきた， 
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純粋でロマンチストな100歳 

人に！*しくする惊しさを党った a 、 考 i 方が大らかで MIL いつ Ufi を tai せ、使っていた a 、 氕支であること。 

その人を百哉まで、導いたものはつきない。常に変わり絞 ( M ： きた時代のうねりの中、自分の枣件とも格 M してきた。 

けれど皆、共通しているこ m 、 存年の頃と今と、変わりないという a です。100»になれた人が、とて I 純粋で的ンチストであったひを a 


河野敏さん • 101 歲 
(砂川阅人期) 


村并ェキさん - lOl 谈 
( S 誠ホーム人所） 


老人は、ただいる 

だけでいいんだ。 



J::, 



000 


北^マツさん- 
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月刊 • え<てびあん-立 Jll <: 語ろラ • 立川に生きよラ 


通巻110巻 


▼ボーカルの小林康史さん 



^ラインよユふ， 


-*7ンスす 1 
，分め の 太》<ん 




この街から、立川サウンドを靼かせたい。その願いを実現 
したいと、立 iii の鞋音楽愛好家の有志が集い、□ックフエス 
テイバル in 立川を企画したのが、平成2年。3回目の今年、 
名称を 「ROCK WIND 10 C ) j として、いよいよ、この街 
の音楽を創る合 SI として、ビックを打った。 



BURST QJVVE 

f ■俺達は*にはじま0でい C いんだ。始まりが終わりを*味しない檄に 
俺達は常に歩 S 縞けだい • 混宛としだ世界の中に生きている俺達の熟い気 
持ちを届けたい J 平鱗 1*20 嫌のバンド 、‘ NEW AGE ' は、そう自分だちの 
プ□フィールに II きつけた。 

国立の『リ / rr ールム府中の r •フライトム八王子のデモルガーナ j と、多 
摩地区でも指折りのライフ/ \ゥスガビンナツフしての参加だ。 



螭グランプリ受寅の貧狄 
を手にすもザ*うイト 
ニング •ロッカー ズ 


ボ-"カルの内海良太さん ► 



▲ユニーク性がかわれて，カルト賞 ▲まんだりんのポーカル、裹山*牽さん 



.トドレッサー當の 
Rodt'n Rloll JgnMy 


|康家_»9センター 

|砂川町1普4 

«37-3641 

|J A 経済センター立川店 

|砂川町 2-44-3 

036-1824 

| JA 東京みどり立 JH 支店 

| 砂川® 2-44-3 

»36-1821 

| ビジネスホテルクボタ 

|条畤町 2-12-23 

«22-1122 

| 中華料理みまし 

柴格印 2-10 

»25-3873 

石原薬 

局 

乗咖普3 

023 -4067 

輪輪 

- 

榮崎町 M 2-17 

»22-8100 

雷神堂 

立川店 

染 町 2-2-18 

»28-2249 

寿司 

由 

|荣崎町 2-2-8 

022-3733 

| ブティックリツチ 

柴崎町 2-3-10 

028-2054 

ラ•バン 

ノ V 

|柴崎町 2-3-3 

«24-5800 

| キヤノン01シヨツブ 

1柴崎町 2-3-6 

028-1501 

|マ イシテイ八ウス切晒 rae 

1柴綺即 2-3 -fi 

«26-0148 

1 カフルストランほまれ屋 

1 * flflJl 2-4-15 

026-2232 


びあ 

f 參籲籲•春# 


/^ # # 人がゐて、街があります。 

•胃 あなたがゐて、立川があります 
• そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 


か つ 

柴崎町 3*5-2 


«25-7647 


京簿立川南口店 
•町3+2 _»21-4640 

>容ふなやま 

^»® I 3-6-23 027-2780 

摩中央償用金*南口支店 

| 柴姆® 3-7-4 028-2211 

|蘧 M 喜 泉 

染》町 3-7-6 


和光証券立川支店 
柴货町 3-8-2 «24-1321 


けやぎ 

若葉町 1-8-1 


ふとんの罱木箱商 

若葉町 1*8-1 «36-6833 



024-0672 


ェッソ石油 

若葉町 2-1 


物ストシ 

行 35- 


3ン 

3081 


いなげや若爾町店 
[^霣町 3-21-1 _〇37-4119 

& ミネ立川店 1 RWJ 

[•512-1-1 _ f 3 P 27-1411 

[7レ ミネ立川店 2 F 5 W 

_町 2-1-1 _ 027-1411 

f ? jTT テレ〕ムブラサ ] UII 

| W ®2-1-1 _ 027-4210 

\ca16 バーゼル 

_ 023-3746 

|7て ティスリー八 ーゼル 

■町 2-11 «23-3746 


多摩最大の店铺網 


みなさまの暮らしや 
ニーズに合わせて、 
幅広いサービスに 
つとめています B 


« P ( D 7- r / C ^7 

’" r «# 中 MRIM 

本 JS 〒IM 立 Jlim 矚 U 2 - fl “28 

_ o ( W2s > » — mi ( ft ) 


ほくしんクリーニング 

鏞® 2-5 _ ft 23-3490 

[^ガミ薬局 

拥町 2-7-8 _ 025-9212 

マルミヤスポーツ 
鋪町 2-7-8 _ 022-2912 

そば高尾亭 

錦町 5-5-31 _ 022-2710 

BS タイヤショップ佐藤®会 

#«5-10-2 _ 037-0912 

いなげや立川幸店 

幸町 1-234 _ 037-1820 

ロッテリア fflll 砂川 S 番店 

幸町 4-38 037-4413 


立川文 
驀忪町2+23 


靡 

«25-8617 


横町屋菓子店 
裏松町 2-1 V 23 022-2609 

|新藤背果店 
苺松町 2-3-13 _ ft 22-6443 

I スーパーやなぎや 

«22-4322 

P レンド霤房 

l ««®3-18-2 _ 027-1555 

ぎやぎ事 
| HMMJ 3-21-4 —025-6658 

I CAFE - R 6 STAl#UNT TIP-TOP 
町 3-27-27 025-2030 


ファッション八ウスほまれ屋 

町 2-4-15 _ tt 25-2788 

^ だい榭 

| 柴»町 2-4-18 _ »28-€556 

コマツホーム 
p 崎町 2-4-6 —025-5811 

[* キャリー 

町2-4フ _»28-2630 

& みゆい処ね 

町 2-4-8 _ 022-8202 

> 沢ガラス店 

嫌町 2-4*8 1^22-3065 


小室 
賴町 2-4-8 


園 

022-2894 


| 立川ミロ画材 

IWJ 2-4-9 _»22-6065 

| マエダ文具 

| 嫌® 2-6-2 «25-€584 

く？） や 

町 2-9-3 _«23-2590 

川高等技芸学院 

>崎町 2-9-4 _〇22-3424 

P ックスしんあい 

町 3 -H _ ft 27-6701 

P 山堂薬局 

| 荣崎町 3-13-25 022-2550 

むろ酒店 

p 梅町 3-14-3 022-2613 

0 ンフアノン•クボ立 JII 店 

柒»叨3-4-2 027-7413 


■町 2-11-7 


«29-5557 


ベルナール 

■町 2-12-1 


«22-2839 


住友銀行 mu 支店 
町 2-17-15 «22,71 


喫茶ア 
I 町 2-17-15 


八ン 

027-4479 


日の出屋 
■印卜2-18 


本店 


»22-3 

' F *% ンタ- 


第ーテパ ー M 
晒町 2-2-25 


«27-2021 


畐士銀行 ffll ぼ店 

18町 2-4-6 _ 024-3121 

あら并鼷 K 本店 
»町 2-5-12 _ tJ 22-2957 

二木のパン 

•町 2-6 _ »22-2278 

三上鰹節店 

曙町 2-8-30 _ 022-3259 

砂 川 灞 

上砂町 3-2-2 _ »35-8608 

パットパットゴルフ 

泉町一_ 025-2340 

リーセントパークホテル 
»± 見® 2-1-8 028-3111 


残堀書 

a 士見町 4-1-2 


店 

027-7457 


契容室 BEPPIN 

霣士見町 4-9 »27-5918 


ろちのやフルマン 

ド町 1-18-17 ヂ 24-9280 

わさわ商店 
羽衣印 2-11-3 022-2904 


みずほ弁 

当 

羽衣町 2-3 

»22-9597 

| 赤松タバコ店 

羽衣町 2-42 

»24-7862 

中島豆腐店 


羽衣町と 12-34 

»22-5723 

| ヤマザキデストア韻脚店 

朱町 2-46-3 

036-8285 

永光薬 

届 

宋® 2-58-7 

036-0206 

| カツト八ウスボーグ 

朱町 2-59-8 

036-6716 

あさひ 

亭 

朱® 5-10-4 

035 -3087 

雯容室ア u 

ス 

鋪町 1 - 15-21 

025-1100 

I coffee shop 遊 香 

錦町 1 - 4-24 

» 27-3840 

ステーキの K 

ブレ 

錦町 1-8-3 

»27-1630 

| そば 胃柳 

拥町 2-1-27 

028-23 必 

T A P A 

S 

拥邸 2-2-29 

»29-0733 



ことわざ 答⑫ 


漢字 I 字挿入せょ 

勘憲つて 
□たらず 

»J 愛いさあまって 
憎さ□倍 


幷上重雄さん、逝く 


4け乐な文化1£11て 



文化 wfs 護の功労芯として知 

られる片-1:¢-維さん〇士兄 BJ ' > 

が，三十日•八九®で亡 

くな〇た。自らの±地 t 寄 

帕して L まぅほど立川の 

ことを考えていた人だ 

った" tf 物館形式の立川 

Iri 睁史比俗资 H 断の資料ゃ 

土地 tribh さんの寄 W 1: よる 

もの 。 Lt -ft v ? 入惟掩漭娄 H 、 r *: 

庭战判所凋停黍 M を K 期にわた 

りつとめあげた，文化 W 保縵* 

沭会 k の時も^門*ではなく 

「しろぅとだからこそ01き*2け 

た」と • まとめ役に敝 L、#n 

{豕の立 W . を51き出していつた。 

恕職を務めながらも表1:出たが 

らない搛 (£ な盗%は*まさ(:こ 

の街1:なくてはならない、文化 

功労者であった ■ 



ミス立川に石欖和子さん 

t 月 二 四日、立川ルミネ6瑢 

ウィルブラザにて、立川まつり 

荚 fr ^ H 会^催、*京新聞など 

後拔の『3?ミス^川コンテス 

卜 j が開催された•ミス立川に 

石«和•十さん(商 fts - ft 川 .« 勁 

務)、やミス立川に金 » rh 佳 

さん ( NTT 多»中支店勦 

務> と武葳野*子短大 二 

年の If 本蒸子さん{砂 

川町)が遂ばれた"また， 

野本颤チさんは、ミス浴衣 

にも迸ばれた。 V - 速、その日 

に rr われた，昭和 ? i 念公 [ fl の佗 

火大会で刺彼た。 

¥典 S 

がミス* 

川の石倚 

さん，右 

が準ミス 

の余津さ 

ん。左が 

f 、スの 

野本さん。 



真如苑だより 

ようやく S らしくな c てきたか 
なあと思 c ていると、脖の卜では 
9 E :。 もう秋です。 

こラいう時， s [ が^かつたなあ 
と頻繁に含われるのは、心内 ， ft 
には*いつもよりも連う何かを期 
侍 I ていたからなのでしよラか • 
谅しげな典如苑の堉内では，ひ 
と味遠つた秋に触れられるよう、 
皆さまのお米 L をお诗ちしており 
ます ■ 

■日時 9 C 9 日 g 
2時時 

■御本 «.，再如宝物館をはじめと 
して映 S など盛りだくさんの用® 

がしてございます。 

■お 中し込み 

は「えくてび 

あん•コンパ 

ニオン」{本^ 

を手漉 L てく 

れた人> へ丨 



夏に疲れた髮のお手入れはお早めに 

ゥィスタリアの贈り物考 

•「ティファニ—の！ B り物のレッスン」は、 
プレゼントを選ぶ楽しさを教えてくれる|冊 
です。たとえば糖婚記念日にはカット•クリ 
スタルのワイン•デカンタ、絹の部屋*、才 
ペラのチケット、アイスクリ—厶•メ —力—、 
美術雑誌の定期嫌铳榷など。小粋でおしやれ 
な嫌り物が®介されていて<1考になります# 
»生日—女性には天然の浴用スポンジ、バ 
ラの木"ヒ—夕 I 付きタオル掛け。男性には 


おしゃれ な生活応援サロン 
【ビユ|ティサ0ン，ウ<スタリア】 

立川市榮崎和- 21—15 

ao 4 CM (27) -^ 

家 K 用浄水器' 犬の吠え声のでる*®嫌、お 
しゃべり体重計、ヘンデル作曲 r メサィヤ」 
の CD などがよいでしよう#ありきたりのも 
のでなく、おしきせがましくなく、実力のあ 
るもの、ういやつ、ういやつと言いたくなる 
ものを選ぶのはセンスの熟練を必要とします 
が、相手の喜ぶ顔、あつと驚く顏を思い浮か 
ベながら贈り物を考えるのは、ちよつと楽し 
い時間ですね。 



今 fril の作品 
は若葉町にお 
子 ft まいの河岛 


あ ge.s W 子さんのホ 

DV です-「やぶ 
から L •たけにぐさ，どちらかと 
. S え; if * 道端の雜孕の上ラに、敬 
连されがちな単花ですが，とつて 
も綺腿な/ t が咲くんです*あ、そ 
うか、こういうのも*つたか*と， 
荇段は51がつかないものを、猫が 
探してきてくれる〇そんな作31111を 
作つてゆさたいですね j と、！：«> 
さんは語る。牛き物が好きで•ご 
主人と娘さん二人と•リス*金魚' 
抓*とパラエティーなフアミリ I 
描にこだわるのは、描の n 勧を ill 
I て、いろいろな世5?を探汝 I " 
la 剌__ i やすいのがょいと。できる 
だ It 生きているょう1:描きたい® 
その河 ft さんの思いは、 M 度も釗 
物 [« へと足を運ばせる。今までは • 
わ otal * たない t のを a つけて 
ゆくょうに、描いて$ましたが- 
これからは、衂物の表«を M して、 
U 然な氕侍ちもそこに*現 L てゆ 
太ソ幸 - itf セ 
しいという。子供の H と觔物の H 、 
そして大人の目に JiHL ているせ 
いか、並べられた作：13は，連統 I 
て£ると楽しいストーリーになる 
のもまたユニーク。 



今年，敬老の H の荊日に百 J * 
になる、茁十 J 4 町の早瀬 M 次郎さ 
ん◊夜..技る時1:なると•{豕族中 
の I 人一人に向かって、「お先に休 
ませていただきます」と S -0 ては， 
深々とお舒 [ft をして M る。トィレ 
<;行くと、もう一度、一入一人に 
H って：！：るので，思わず家族中 • 

笑 C - CL まう、と西川さんが話し 
てくれた ♦西 川水 w - f さんは， ¥♦ 
瀬さんの娘さんで•ずっとお tit 话 
をされている。「父の世话を他の人 
にさせるなんて • t つたいないで 
すリ他の人に^してなる*^のかと 
いう感じですね。時(:は，いらい 
らすることもある it れど•父と過 
ごせる| H 一 U が -ft ®!: 思えて t 
ても偸 I い J t いろいろと ffi <» て 
くれた ♦ ¥- 瀬さんは、. harnc 念の 
色紙に•ギ齡を杏き人れるのに • 

九六1%と«いて Li う。，： n 分が百 
逢であることを木当1:忘れてしま 

. 1 t i I - r /«/« c JA 

はつきりしないところが、不思进 
にも、«族に安ら r を 1 >えている 
♦¥瀬さんは、七卜*八卜歲の頃 
から，すでにょく、「かわいいお年 
寄々<:なれればいいなあ J と®慨 
深げにわざと、ゆつく々 S つてみ 
たりしていたという*昨年、 71 « 
の涎^2:を楝に閉いた»画展でも. 
人钤の®客を前に I て、-1ここにあ 
る俳1 T ょ一く a ると全部‘ « t ん 
だ」 と «* 甜しては、かんらからか 
ら I 笑9た ♦长き 夜や いろいろ 
に%むえくてび*ん 

(_集)龙田皤興諷川9名«巵|1甲«毓$ 

麻田«1子$庀弘町田5 UJ 田»子 
<|天野«»板？明#上||洛 

スタジオ？69 tt / lflB 本务嫌 


明ぇくてびぁん®§ 

平成五年九月 lit 

発<7圻ぇくてびあ人鎘衆エ电 

柬糸桩立川市4町2-17-5 

杉田ビル $ F〒IW 

琶 X 5 0® 1一五_0082 

fax 〇四 II 五 g 丨？37 

立并 51 介 

印别所 ㈱ 火黹^ 




上砂町|泉町 8士見町 


B 川町 


• of ご d *^- t ^? 「11-/^铁 
令 ¢9令^ fyoigj 日 | vise 
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それは，ずぃぶん昔、私が二—逢頃、彫刻の ft 行 5 t で 
ある翁先生宅から一寸«宅 L た時のこと U 玄两から入つ 
て•八任間が二つ絞いている協の ft ドに足を踏み入れた 
途«，ドタドタと便所から出てきたのは•私ょり十二* 
年下の弟だった • 

{取<:いない私の代わりに •«» 所掃 B ; をさせられたのだ。 
昔のお®所は金 la や，朝®は瀬戸物だが，他は全て•木 
で出来てぃて、汲み取り式なので奂<，水で校った*巾 
で拭くのは，かなりバゥチィ、きび L い ft 事(:な &•« 
は椅 K 好きで、勿薄自分でも描除をしていたが.小他所 
の '> l : T が$れると染みになるのを嫌った。下宿の入も 
いたので、：><«: rK 方に一豸，一歩轵1•足元に钾注 jsJ 
と迅#1た木|1をかけてもらったりしていて*何時も辑 
M にはしていたが•年若い*の子にと〇て^.随分と^ 
持ちの*いものだ N 1たらしい。 

また、こり弟 a 少 L ひ』ナフき / L な L ころがあり、私が 
视れたのでジ X スチャ ー をして兒せた 0 かも知れない ■ 
本^ TC 汚いのだが，バッチィ构を持つ様1:雉巾の银を摘 
み•片手でぶら下げてその^待ちの®さが•両方に扯げ 
た足： A : にも表れていて*全く、兒物だった*あつ、これ 
は、面白い。记镰の消ぇ<2間|:頭の中の衫»をクロッキ 
1%(:スヶッチ L た•芸術を志する*の®い癬で、あ 
まりかわいそラだと思わなか；'た。印象があま今に強烈 
だ〇たこともあ C たと思ぅ0 

それから，&午位して，私は彫刻を铳けるこ t を条件 
に外|||航路の»只であった吉_と結婚。その家族の中へ 
入って•子供と年寄りの讹2を1ながら、何とか、«け 
ることが出来た。 

私共に三人の息了が出来てから、弟 ute 因不明の筋* 
•街症側索硬化^とい•フ K •柄1:とりつかれ、人学の f を 



tp L • • ^ 0 » s —u I r •• }br ,_• 
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六年問•大学に在箱した—ま•亡くな - o た • I ■十六*だ 
った•人*亜戦争中に生まれた子だが，母親の胎内の時 
から物資は少なく、栄驀もとれず、# tfi がひどく•フニ 
ャフニャ I ていて*ひよめきは人きく* M はひつこんで 
いて歩くよぅ1:なつてもひどい涎たらしだつたが，頭が 
恶いこと U なかつたし、それは^つた可 t い曲をしてい 
て，おとなしかつたから•味と一人で可爱がつていた。 
昔の R 女の絮として、弟妹の lit 达で勉強す&暇もない程、 
向树もみたし、よく颺を描いた。特に•この弟は‘母親 
の様に W : 活をしたので亡くなつた時は .« しみも一人だつ 
た。- T - 供の顔の特 a を体得 I たのは，このでのおかげだ 
った〇スヶッチや水彩€が今も残つてい6 = 

栄*不足で生まれ育つた子供はどこかが弱いのではな 
いかと思ぅ。病 41 になつたのも诒らなかつたの4、弟は 
商榷的な戰争锒牲笤と私は! S じている。铋二人.兄と弟 
も元 H でそれぞれ1:世带を侍ち、子供ももぅけて4学せ<: 
«らしているのに、この弟は一*の恶いものを全®竹 ft 
C てしまつた•我家のキリストの棣、«旖掃除をさせら 
れた様に•そんな5\がして仕方がないのである。思いや 
りのあるやさ I い性 S だ-〇た。あの姿をみてから三卜年 

以上経つた一九八 A 年、彫刻と1て作り•石#のまま<: 

していたのをブ〇ンズに«造して*この四 Hr . al 立市の 

_»で#1战をした時1:出晶した* 

十七年稈«から私が制作1ているところ等を掾釤1て 

い S 徒弟が来て16ぅ。「便所描除 ，…： なんて扭をつけた 

ら、充れないんじやないの」 r じや*，何とつける」と合 

つたら•黙つてしまつた•銳呷的になるが•この埋名が 

一#わかり S いのではと私は思ラ"売れるとは©わなか 

つたが•やつばり売れなかつたのである 
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私たちが何気なく通つている立 
川駅の n ン n — ス A 一昔前まで 
は JR 锒が立川の街を二分して、 
釈の#:西では間かずの踏切が南 
北の問所となつていました- 
その路切が地下 Ja となつ 
て、 M い跻切侍ちから開 
放され南北の行き米が浆 
になつた.*:川駅周辺で L 
た ■* %在の n ン n —スが 
完成したのが11$。この 
時、立川駅ではある物の売卜：が 
漱滅 I てし i -〇たのです•さて* 
この激減した物とは何だったの 
でしようか • 


①«弁の*上 
© WW 夺の充 h 
③入垛券の壳| 

〔8月号の答〕❶ 
戰後といえば，まだ砂川 
B ] が vr 川. ft に併八：：されて 
おらず•立川の中心が— 
だ%3•(本？：>であった 
ころです。 r 立川の文化 
は诹訪の森から」を合 S 
葉に•布民の手にょる«供 
都*11 IV の公：2蚧姓 fax が始まり 
ました•市： a の文化に寄せる思 
いの強さがここにも表われてい 
ます。 
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眼が語る 


教えることはよく笤 
われることだが典常で 
はない ♦ 正解を語った 
ところで何もず云わらな 
いからだ。その道での 
娜澧富で、 

導く道をいくつも知っ 


ituuua / m 

►パ:：な r •ない也いもよ 


ていて、その」ニエネ 
ルギーを費していなけ 
れば人はきいてくれな 
い。古 mi ： に眼が多 
〈を語る蝴扔がある。 
嬝髟：弁上義治 
デザイン：池田味男 


せ w 英会綱 • 


し•供•⑴ , 











